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旨

　
『
校
正
霞
本
書
紀
』
は
備
中
笠
岡
の
神
官
・
国
学
者
小
寺
清
先
に
よ
っ
て
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
書
紀
全
三
十
巻
の
訓
点
付
版
本
で
あ
る
。

臼
本
書
紀
全
巻
の
上
梓
と
い
う
大
事
業
が
地
方
の
市
井
の
一
研
究
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
自
体
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
訓
読
上
の
特
色
を
見
る
と
、
基

本
的
に
は
先
行
す
る
諸
種
本
、
特
に
寛
文
九
年
版
本
に
依
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
仮
名
遣
、
語
彙
、
文
法
等
の
点
に
於
い
て
、
よ
り

古
い
、
上
代
～
中
古
の
そ
れ
に
依
ろ
う
と
す
る
跡
が
随
所
に
見
え
る
｝
方
、
返
読
法
と
し
て
は
、
使
役
字
を
含
む
文
や
い
わ
ゆ
る
助
字
の
類
の
扱
い
に
於
い
て
江
戸
時

代
中
後
期
頃
の
漢
籍
の
類
の
訓
読
に
見
え
る
そ
れ
に
従
っ
て
、
全
編
に
統
一
的
な
訓
み
方
を
加
点
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
は
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
、
国
学
や
漢
学
の
成
果
を
本
邦
古
典
籍
の
訓
読
の
上
に
積
極
的
に
活
か
そ
う
と
す
る
態
度
の
現
れ
な
の
で
あ
っ
て
、
清
先
の

学
識
の
豊
か
さ
と
古
典
に
対
す
る
考
え
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
当
時
の
漢
文
訓
読
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
一
端
を
示
す
資
料
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　
『
校
正
日
本
書
紀
』
（
以
下
「
本
書
し
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
）
は
、

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
年
）
の
践
を
持
つ
日
本
書
紀
全
三
十
巻
の
訓
点
付

版
本
全
十
五
冊
で
あ
っ
て
、
備
中
笠
岡
（
現
岡
山
県
笠
岡
市
）
の
神
道
家

小
寺
清
先
の
編
纂
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
書
紀
全
三
十
巻
の
版
本
と
し
て
は
、
先
行
す
る
無
点
・
古
活
字
の

慶
長
勅
版
本
を
訓
点
付
整
版
と
し
た
寛
文
九
年
版
本
が
、
慶
長
勅
版
の
権

威
を
背
景
に
広
く
流
布
し
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
数
多
く
再
建
・
再
刻
が

行
わ
れ
る
ほ
ど
に
広
く
受
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
に
続

く
版
本
と
し
て
は
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
『
校
正
日
本
書
紀
』
を
除
け
ば
、

幕
末
に
至
っ
て
大
関
増
業
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
黒
羽
板
日
本
書
紀
』
を

見
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
は
谷
川
士
清
の
『
日
本
書
紀
通
談
』
、

河
村
秀
根
・
益
根
父
子
に
よ
る
『
書
紀
集
解
』
の
二
種
が
全
巻
に
わ
た
る

注
釈
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
書
紀
全
巻
に
わ
た
っ
て
本
文
の
校
合
、

訓
読
の
整
備
ま
で
を
を
兼
ね
備
え
た
出
版
は
、
明
治
に
至
っ
て
の
敷
田
年

治
『
標
注
日
本
書
紀
』
や
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釈
』
を
待
た
ね
ぼ
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
日
本
書
紀
全
巻
を
詳
細
に
研
究
し
何
ら
か
の
形
で
上
梓
す
る

測
放
送
大
学
助
教
授
（
人
間
の
探
究
）
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送
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こ
と
は
、
大
変
な
研
鐙
と
労
力
を
要
す
る
大
事
業
な
の
で
あ
っ
て
、
『
書
紀

集
解
』
や
『
日
本
書
紀
通
讃
』
も
、
公
刊
に
至
る
ま
で
に
は
幾
多
の
紆
余

曲
折
を
経
、
ま
た
『
黒
羽
板
』
は
小
な
り
と
は
い
え
一
国
の
藩
主
が
そ
の

全
力
を
傾
け
て
よ
う
や
く
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
併
せ
る

と
、
市
井
の
一
神
道
家
の
手
に
な
る
本
書
が
上
梓
さ
れ
比
較
的
多
く
今
日

に
至
る
ま
で
流
布
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
驚
嘆
に
値
す
る
こ
と
と

い
え
る
。

　
本
稿
は
、
主
に
日
本
書
紀
の
諸
伝
本
に
見
え
る
訓
読
を
比
較
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
漢
文
訓
読
そ
の
も
の
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る

試
み
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
『
校
正
日
本
書
紀
』
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
成

立
の
背
景
を
考
え
併
せ
な
が
ら
、
訓
読
上
の
特
色
を
考
察
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
小
寺
清
先
自
身
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
主
に
同
地
方
の
文
化
史

の
立
場
か
ら
、
未
公
刊
の
資
料
な
ど
も
含
め
て
そ
の
収
集
・
整
理
が
、
現

在
も
笠
岡
市
教
育
委
員
会
を
中
心
に
地
元
の
歴
史
家
の
方
々
に
よ
っ
て
精

力
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
そ
れ
ら
の
成
果
に
追
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
の
は
主
に
『
校
正
日
本
書
紀
』
編
纂
に
直
接
関

わ
る
と
思
わ
れ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
よ
り
詳
し
い
考
察

が
、
近
い
将
来
公
に
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
寺
清
先
と
『
校
正
日
本
書
紀
』
成
立
の
背
景

　
清
戸
は
備
中
国
小
田
郡
笠
岡
の
人
で
、
神
道
家
・
漢
学
者
・
国
学
者
と

し
て
、
ま
た
藤
井
高
尚
が
師
事
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
元

文
五
年
（
一
七
四
〇
年
）
生
、
文
政
三
年
（
一
八
一
九
年
目
没
、
元
磯
田

氏
で
、
代
々
同
郡
笠
岡
稲
荷
町
の
祠
職
（
神
島
天
神
社
祠
も
兼
ね
た
も
の

か
）
に
あ
っ
た
小
寺
氏
の
養
子
と
な
っ
て
こ
れ
を
嗣
ぐ
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

笠
岡
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
気
候
温
暖
風
光
明
媚
の
地
で
あ
る
が
、
山
が
海

岸
近
く
ま
で
迫
っ
て
周
辺
地
域
に
較
べ
る
と
耕
作
に
適
す
る
土
地
は
必
ず

し
も
豊
富
で
は
な
く
、
む
し
ろ
笠
岡
湾
を
天
然
の
良
港
と
し
て
、
至
近
の

神
・
白
石
・
北
木
の
三
島
と
早
苗
っ
て
、
水
運
の
拠
点
と
し
て
栄
え
て
き

た
。
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
同
様
に
水
運
の
拠
点
で
あ
っ
た
倉
敷
と
共
に

幕
領
と
さ
れ
て
い
た
の
も
こ
の
よ
う
な
当
地
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
清
先
の
原
姓
で
あ
る
磯
田
氏
に
つ
い
て
は
、
今
に
残
る
資
料
は
必
ず
し

も
豊
富
で
は
な
い
が
、
小
寺
氏
は
同
所
の
名
家
で
あ
っ
て
、
現
代
で
も
小

寺
氏
を
名
乗
る
家
は
笠
岡
市
に
は
多
い
。
清
先
は
若
年
に
し
て
京
に
出
、

ト
部
母
親
に
つ
い
て
吉
田
神
道
を
修
め
た
が
、
後
に
松
岡
雄
馬
の
下
で
垂

加
神
道
を
学
ん
で
頭
角
を
現
し
、
ト
部
兼
雄
が
開
い
た
学
館
に
招
か
れ
て

寳
師
と
な
っ
て
い
た
雄
淵
が
、
後
継
を
清
先
に
譲
ろ
う
と
し
た
も
の
の
清

先
は
こ
れ
を
老
父
母
の
介
護
を
理
由
に
固
辞
し
て
帰
郷
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
品
等
の
事
跡
か
ら
推
し
て
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
明
和
～
安
永
の
頃
、

つ
ま
り
清
先
の
三
十
歳
前
後
頃
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
後
、
清
先
は
病
を
得
て
職
を
長
子
清
之
に
譲
っ
て
退
く
ま
で
笠
岡
稲
荷

社
祠
を
勤
め
る
傍
ら
、
神
道
研
究
や
そ
の
著
述
、
歌
作
な
ど
を
行
っ
た
が
、
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郷
校
敬
業
館
が
起
さ
れ
る
に
至
っ
て
請
わ
れ
て
初
代
学
頭
と
な
り
、
自
ら

も
経
子
を
講
じ
た
。
同
校
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
年
）
、
同
所
の
石
橋

屋
久
右
衛
門
ら
の
願
出
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
も
の
で
、
設
立
や
運
営
に
か

か
る
資
金
も
、
民
間
か
ら
の
篤
志
に
負
っ
て
、
郷
士
や
地
主
農
民
・
町
人

層
の
子
弟
も
広
く
対
象
と
し
た
も
の
で
、
専
ら
実
業
的
な
内
容
が
講
ぜ
ら

れ
た
が
、
清
先
の
薫
陶
に
よ
っ
て
広
く
一
般
に
ま
で
学
の
気
風
と
神
道
精

神
が
浸
透
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
隆
盛
を
伝
え
聞
い
て
他
国
か
ら
の

入
学
希
望
も
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
隆
盛
は
、
清
先

の
人
望
・
学
識
、
設
立
運
営
を
支
え
た
地
元
の
熱
心
な
篤
学
の
志
と
共
に
、

代
官
早
川
正
紀
の
力
も
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
早
川
正
紀
は
天

明
七
年
（
一
七
八
七
年
）
出
羽
国
尾
花
か
ら
転
じ
て
美
作
国
久
世
の
代
官

と
な
っ
た
際
に
、
尽
力
し
て
盆
画
久
世
典
学
館
を
起
こ
し
た
こ
と
で
も
明

ら
か
な
よ
う
に
学
問
振
興
に
熱
心
で
、
笠
岡
代
官
を
兼
帯
し
た
時
期
が
ち

ょ
う
ど
地
元
の
郷
校
設
立
の
機
運
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
も
単
な
る
偶
然

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
、
備
前
備
中
国
の
海
岸
部
一
帯
は

神
道
に
篤
く
、
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
き
た
社
祠
が
多
い
ぽ
か
り
で
な

く
、
幕
末
か
ら
明
治
頃
に
か
け
て
、
黒
住
教
・
金
光
教
な
ど
の
新
興
教
派

神
道
が
生
れ
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
素
地
の
中
に
同
校
も
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
清
先
は
元
々
吉
田
唯
一
神
道
を
学
ぼ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に

垂
加
神
道
に
傾
き
、
残
さ
れ
て
い
る
著
作
の
多
く
も
こ
の
立
場
か
ら
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
で
あ
る
。
特
に
谷
川
士
清
の
『
日
本
書
紀
通
謹
』
に
影
響
さ
れ
る
こ
と

大
で
、
著
作
に
も
度
々
引
用
し
て
い
る
と
い
う
点
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
は
、
士
清
の
、
常
に
文
献
に
そ
の
徴
証
を
求
め
て
厳
密
に
歩
を

進
め
る
綿
密
周
到
な
態
度
に
惹
か
れ
、
こ
れ
を
範
と
し
て
、
空
論
に
陥
る

こ
と
を
自
ら
厳
に
戒
め
よ
う
と
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
本
居
宣

長
の
『
古
事
記
傳
』
を
難
じ
て
、
我
邦
の
古
道
を
明
き
ら
む
る
に
は
正
史

た
る
『
日
本
書
紀
』
を
重
ん
ず
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

点
や
敬
業
館
で
の
事
跡
な
ど
か
ら
、
今
先
は
専
ら
漢
学
者
と
し
て
考
え
ら

れ
て
来
た
感
は
否
め
な
い
。
確
か
に
、
益
鳥
に
師
事
し
な
が
ら
、
後
に
急

速
に
宣
長
に
傾
倒
し
た
藤
井
高
尚
を
対
極
に
置
い
て
考
え
る
と
、
そ
う
と

ら
え
る
こ
と
に
も
首
肯
で
き
る
の
で
は
あ
る
が
、
清
先
自
身
は
、
垂
加
神

道
、
分
け
て
も
松
岡
雄
淵
に
師
事
し
て
そ
の
学
識
の
基
本
を
形
成
し
た
の

で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
闇
斎
と
そ
の
学
統
を
受
け
継
い
だ
若
林
強
斎
や
玉
木

正
英
な
ど
の
、
我
意
古
道
を
明
ら
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
な
が
ら
も
和
漢

兼
備
を
失
わ
な
い
姿
勢
に
よ
り
近
い
立
場
で
改
め
て
清
先
の
事
跡
を
と
ら

え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
清
先
は
晩

年
、
稲
荷
社
祠
の
職
を
長
男
清
之
に
、
焦
眉
館
学
頭
の
職
を
三
男
廉
価
に

譲
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
よ
う
な
視
点
に
立
て
ば
、
こ
れ
も

清
先
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
大
略
の
事
情
を
背
景
と
し
た
そ
の
考
え
方
の
具
現
の
一

つ
と
し
て
本
書
を
考
え
る
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
本
稿
で
は
主
に
そ
の
訓

読
上
の
特
色
に
着
目
し
て
本
書
の
位
置
づ
け
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。



115　（24）

杉浦克己
書
誌
の
概
要

　
本
書
は
全
三
十
巻
十
五
冊
、
版
形
は
美
濃
判
袋
綴
で
、
各
面
に
子
持
の

界
線
が
あ
っ
て
そ
の
内
側
に
本
文
、
上
欄
外
に
本
文
漢
字
の
校
異
を
記
す
。

各
所
に
現
存
す
る
も
の
に
は
十
冊
乃
至
七
冊
の
も
の
な
ど
も
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
後
世
の
改
装
と
見
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
本
文
の
一
面
は
八
行
、

一
書
部
分
は
一
字
下
げ
、
本
伝
の
中
の
訓
注
は
二
行
割
り
書
と
す
る
が
一

書
部
分
の
そ
れ
は
割
り
書
に
し
な
い
、
な
ど
先
行
す
る
寛
文
九
年
版
本
と

同
様
で
あ
る
が
、
一
行
は
二
十
文
字
で
寛
文
九
年
版
本
よ
り
二
文
字
多
く
、

こ
の
結
果
全
体
に
喜
多
の
丁
数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
各
冊
は
、

第
一
聖

恩
二
冊

第
三
冊

第
四
冊

第
五
冊

第
六
機

転
七
冊

第
八
冊

第
九
二

二
十
冊

第
十
一
冊

巻巻巻巻巻巻
十八六三ニー

三
八
丁

三
五
丁

十
八
丁

十
五
丁

　
六
丁

・
二
二
丁

巻
十
四
・
二
七
丁

巻
十
六
。
　
六
丁

巻
十
九
・
四
十
丁

巻
二
十
・
十
三
丁

巻
二
三
・
十
二
丁

（
別
に
蹟
文
二
丁
、
凡
例
一
丁
）

巻
四
・
　
十
二
丁

巻
七
・
　
二
三
丁

巻
九
・
　
十
九
丁

巻
十
二
・
　
八
丁

巻
十
五
・
十
八
丁

巻
十
七
・
十
八
丁

巻
二
一
・
十
一
丁

巻
二
四
・
十
八
丁

巻
五
・
　
十
二
丁

巻
町
・
　
十
二
丁

巻
十
三
・
十
四
丁

巻
十
八
・
　
八
丁

巻
二
二
。
二
六
丁

第
十
二
冊

第
十
三
冊

第
十
四
冊

第
十
五
冊

巻
二
五
・
三
四
丁

巻
二
七
・
十
八
丁

巻
二
九
・
四
六
丁

巻
三
十
・
三
一
丁

巻
二
六
・
十
五
丁

巻
二
八
・
十
七
丁

（
別
に
識
語
一
丁
）

の
如
く
で
あ
り
、
丁
付
は
悪
筆
で
は
な
く
年
毎
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
本
文
中
で
「
一
云
…
…
」
な
ど
と
し
て
短
か
い
別
伝
を
掲
げ

る
場
合
、
こ
れ
を
改
行
し
て
記
し
て
お
り
、
本
文
に
連
続
し
て
記
す
寛
文

九
年
版
本
な
ど
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
架
蔵
の
一
本
に
よ
る
と
、
紙
型
は
縦
約
二
五
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
（
半

折
）
約
一
八
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
版
形
は
本
文
の
界
線
外
側
で
縦
二
〇
四

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
（
左
右
界
線
か
ら
版
心
部
分
の
外
側
ま
で
）
約
一
六

五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
美
濃
判
と
し
て
は
紙
型
・
版
型
置
に
や
や
小
ぶ
り

の
江
戸
時
代
後
期
に
一
般
的
で
あ
っ
た
も
の
の
一
つ
と
見
て
良
い
よ
う
で

あ
る
。

　
本
文
に
は
各
巻
毎
に
内
題
・
尾
題
が
あ
っ
て
、
「
日
本
書
紀
巻
一
」
の
よ

う
な
内
題
に
続
い
て
巻
一
・
二
で
は
「
神
代
上
（
下
）
」
、
巻
三
以
降
で
は

「
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
　
神
武
天
皇
」
の
よ
う
に
和
風
哀
号
。
漢
風
勢
号

（
右
小
書
）
を
巻
題
と
し
て
一
字
下
げ
で
掲
げ
る
。
中
豊
は
対
応
す
る
内

題
と
同
文
の
そ
れ
に
続
い
て
二
字
空
き
の
後
「
終
」
字
を
付
し
、
本
文
末

か
ら
余
白
を
置
い
て
当
該
面
の
最
終
回
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
巻
次
が
丁
の

表
面
で
終
る
場
合
、
続
く
裏
面
は
界
線
の
み
の
白
紙
（
但
し
ヲ
」
れ
が
冊
の
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終
丁
と
な
る
場
合
は
裏
表
紙
見
返
し
紙
を
兼
ね
る
。
こ
れ
以
外
の
場
合
は

界
線
無
し
の
別
白
紙
を
裏
見
返
し
と
す
る
。
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
題

及
び
丁
割
り
な
ど
の
点
は
先
行
す
る
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
と
同
様
で
あ

る
。　

表
紙
は
家
蔵
の
も
の
は
薄
渋
色
無
地
紙
表
紙
で
あ
る
が
、
他
所
の
蔵
本

に
は
浅
黄
、
藍
島
も
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
明
確
な
年
記
を
含
む
刊
記
を

有
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
な
く
、
一
般
に
も
玉
文
の
「
寛
政
五
年
」
の

年
記
を
以
て
成
立
年
と
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
刊
行
者
に
つ
い
て

は
、
貫
文
末
尾
に
清
先
の
名
に
続
い
て
「
平
安
　
南
窟
武
測
量
（
印
）
」
と

あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
は
こ
れ
が
誓
文
（
後
述
）
に
見
え
る
京
の
書
舜
「
河

南
某
」
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
各
丁
版
心
に
は
「
日
本
書
紀
　
巻
単
一
　
〇
一
し
の
よ
う
に
題
及
び
巻

次
丁
数
が
示
さ
れ
る
が
、
各
巻
の
第
一
丁
の
み
に
は
そ
の
下
部
に
「
小
寺

清
先
校
正
」
の
文
字
が
あ
る
。

　
摺
刷
の
具
合
や
料
紙
及
び
表
紙
の
紙
質
等
か
ら
推
し
て
、
複
数
次
に
わ

た
っ
て
再
刷
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
、
細
部
の
磨
滅
の
跡
の
著
し
い
も

の
も
散
見
す
る
が
、
改
版
と
思
し
い
例
は
な
く
、
ま
た
細
部
の
補
刻
も
管

見
の
限
り
顕
著
な
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
紙
題
箋
に
つ
い

て
は
「
校
正
（
角
書
）
／
日
本
書
紀
　
一
し
の
よ
う
に
形
式
は
共
通
す
る
も

の
微
妙
に
版
の
異
な
る
数
種
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
本
文
部
分
の
漢
字
書
体
は
い
わ
ゆ
る
明
朝
体
で
あ
る
が
、
左
は

ら
い
を
若
干
強
調
し
た
少
々
特
徴
的
な
版
下
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
時
の
出

版
・
流
通
の
中
に
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ

確
証
を
得
て
い
な
い
。
蹟
文
・
凡
例
及
び
各
賞
表
紙
題
箋
の
書
体
は
楷
書

体
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
題
名
の
『
日
本
書
紀
』
の
「
紀
」
字
の
字

体
が
相
互
に
異
な
っ
て
い
て
、
本
文
の
明
朝
体
で
は
募
が
「
巳
」
字
の
よ

う
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
羅
文
・
凡
例
の
楷
書
体
で
は
労
が
「
己
し
字
の

よ
う
に
、
題
箋
で
は
「
已
」
字
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
相
互
に
版
下
の

手
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
。

　
第
十
五
冊
（
封
冊
）
末
尾
に
は
「
御
本
云
…
…
」
と
し
て
慶
長
勅
版
本

の
識
語
を
再
刻
し
て
あ
り
、
本
書
が
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
刊
記
は
現
存
伝
本
を
見
る
と
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も
の

が
あ
る
が
、
何
れ
も
年
記
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
架
蔵
中
で
比
較
的
後
刷

り
と
思
し
い
一
本
に
は
第
十
五
冊
末
尾
裏
表
紙
見
返
し
に
年
記
の
な
い
刊

記
が
あ
っ
て
「
東
京
　
山
城
屋
左
兵
衛
」
以
下
東
京
・
贈
号
・
京
都
・
大

坂
の
書
騨
七
軒
計
十
一
名
が
列
記
さ
れ
て
い
て
、
本
書
が
か
な
り
広
く
流

布
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
編
纂
・
上
梓
の
経
緯
は
、
初
冊
冒
頭
の
清
先
自
身
の
蹟
文
及
び
凡
例
に

よ
っ
て
大
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
蹟
文
の
大
意
は
、

・
日
本
書
紀
の
写
本
に
は
千
余
年
を
経
て
黒
砂
が
多
い
が
、
慶
長
年
間
青

　
松
公
（
清
原
宣
賢
）
に
よ
る
出
版
（
慶
長
勅
版
本
）
及
び
こ
れ
を
寛
文

　
年
間
に
重
刻
し
た
も
の
（
寛
文
九
年
版
本
）
は
か
な
り
よ
く
整
っ
た
も

　
の
で
専
ら
こ
れ
に
依
っ
て
い
た
。

・
去
る
壬
寅
（
天
明
二
年
・
一
七
八
二
年
か
）
の
夏
に
安
岐
国
内
田
正
彰
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（
伝
不
詳
）
が
来
訪
し
た
際
、
説
誤
を
正
し
つ
つ
こ
れ
を
講
じ
た
。

・
そ
の
際
正
彰
と
我
が
子
清
之
が
こ
れ
を
書
き
取
っ
た
も
の
が
残
っ
て
い

　
た
。

・
後
に
京
都
の
墓
場
河
南
某
が
来
訪
し
こ
の
出
版
を
勧
め
る
の
で
、
至
ら

　
な
い
と
こ
ろ
は
多
い
の
で
あ
る
が
こ
こ
に
上
梓
す
る
。

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
当
初
か
ら
出
版
を
目
的
に
編
ん
だ
も
の
で

は
な
い
と
い
う
事
情
が
わ
か
る
。
ま
た
清
先
自
身
本
書
を
未
だ
完
全
な
形

と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
も
あ
る
。

　
具
体
的
な
編
纂
方
針
は
践
に
続
く
凡
例
で
大
略
、

・
原
本
の
漢
字
本
文
を
他
本
と
校
合
し
そ
の
結
果
を
頭
注
に
示
し
た
。

・
原
本
の
訓
読
は
新
旧
が
入
交
じ
っ
て
左
右
に
注
さ
れ
て
い
る
が
、
敢
て

　
削
る
こ
と
は
せ
ず
私
個
人
の
見
解
に
か
か
る
も
の
は
左
訓
と
し
て
加
え

　
た
。

・
原
本
の
仮
名
は
、
イ
と
ヰ
、
オ
と
ヲ
等
の
類
が
混
清
し
て
い
る
の
で
こ

　
れ
を
正
し
た
。

・
本
文
漢
字
に
は
俗
字
や
通
字
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
旧
に
従
っ
た
。

な
ど
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
原
本
」
が
慶
長
勅
版
本
及
び

寛
文
九
年
版
本
を
指
す
こ
と
は
蹟
文
の
記
述
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る

が
、
漢
字
本
文
及
び
訓
読
の
整
備
の
た
め
に
依
っ
た
校
合
本
に
つ
い
て
は

明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
先
行
す
る
諸
伝
本
、
主
に

い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
統
の
何
本
か
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
が
、
以
下
に
述
べ
る
漢
字
本
文
及
び
訓
読
の
性
格
か
ら
見

て
も
、
複
数
の
伝
本
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
、
逐
一
慎
重
・
厳
密
な
態
度

で
臨
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
こ
と
、
更
に
諸
伝
本
の
誰
誤
を
旧
に
復
す
る
こ

と
で
正
す
姿
勢
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
凡
例
の
記
載
か
ら
も

う
か
が
え
る
よ
う
に
思
う
。
特
に
ア
行
ワ
行
の
仮
名
遣
を
正
そ
う
と
し
た

旨
の
記
述
が
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
直
接
に
関
わ
る

と
思
わ
れ
る
。

漢
字
本
文

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
漢
字
本
文
は
、
ほ
ぼ
寛
文
九
年
版
本

の
そ
れ
に
依
っ
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
の
諸

島
本
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
た
場
合
、
寛
文
九
年
版
本
の
錯
誤
と
思
し
い

箇
所
、
例
え
ば
神
代
巻
上
宝
鏡
開
始
章
本
伝
訓
注
「
波
普
賢
」
は
「
波
那

豆
」
と
正
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
編
者
清
先
が
、
寛
文
版
本
に

依
り
つ
つ
も
他
の
伝
導
と
の
問
で
校
合
を
行
い
な
が
ら
定
め
た
本
文
で
あ

る
と
推
測
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
校
合
の
跡
は
、
当
該
箇
所
の
上
欄
外
に
別
に
単
界
線
で
小

郭
を
作
っ
て
頭
注
と
し
て
示
さ
れ
、
そ
の
箇
所
は
、

巻
一
　
　
十
三

巻
四
　
　
　
九

巻
七
　
　
十
三

巻
十
　
　
十
五

巻巻尊信
十八五二

二　二十
一六十六

巻
三

巻
六
巻
九
巻
十
二

二二十
七一四四
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巻
十
三

巻
十
六

巻
十
九

巻
二
二

巻
二
五

巻
二
八

三六三七　　十
三十三三六二

巻湧出掻巻巻
二二二二十十
九六三十七四
八三十十三二
二九一二七一

巻
十
五

巻
十
八

巻
一
＝

巻
二
四

巻
二
七

巻
三
十

三四十十　十
八八五五五八

に
及
ぶ
が
、
各
巻
の
丁
数
に
照
ら
す
と
巻
一
・
二
で
は
頭
注
は
比
較
的
少

な
く
、
ま
た
巻
十
四
の
十
六
丁
表
～
二
十
二
丁
裏
ま
で
十
四
面
に
わ
た
っ

て
頭
注
が
注
さ
れ
な
い
な
ど
、
若
干
偏
り
も
見
え
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
偶

然
の
こ
と
か
も
知
れ
ず
、
特
に
巻
一
・
二
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
さ
れ

た
本
文
が
当
時
既
に
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
根
拠
と
な
る
対
校
本
は
『
釈
日
本
紀
』
『
日
本
書
紀
通
談
』
な
ど
先
行
の

注
釈
書
ぽ
か
り
で
な
く
『
古
語
拾
遺
』
な
ど
他
の
典
籍
も
引
か
れ
、
単
純

な
校
異
の
み
で
は
な
く
、
内
容
に
関
わ
る
こ
と
ま
で
考
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
示
し
方
は
「
釈
云
…
…
」
「
古
語
拾
遺
云
…
…
」
の

よ
う
に
典
拠
を
挙
げ
る
（
但
し
何
れ
の
伝
本
に
依
る
か
は
示
さ
れ
な
い
）

が
、
日
本
書
紀
伝
本
の
場
合
は
「
一
本
云
…
…
し
の
よ
う
に
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
校
異
に
つ
い
て
も
、
「
今
作
…
…
」
と
し
て
本
文
を
改
編

す
る
場
合
と
「
…
本
作
…
」
と
し
て
異
文
を
注
に
掲
げ
る
の
み
の
場
合
が

あ
り
、
さ
ら
に
「
存
疑
」
と
す
る
の
み
で
異
文
や
典
拠
を
挙
げ
な
い
も
の

も
あ
る
。

　
大
半
は
例
示
し
た
よ
う
に
本
文
中
の
単
字
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、

中
に
は
巻
二
九
・
二
五
丁
裏
（
天
武
天
皇
十
一
年
）
で
四
五
七
字
を
「
錯

簡
」
と
し
て
削
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
本
文
に
は
掲
げ
る
も
の
の
訓
点
を

注
さ
な
い
部
分
が
あ
っ
た
り
、
巻
二
六
・
十
三
丁
裏
（
三
明
天
皇
六
年
置

で
歌
謡
一
首
全
文
を
頭
注
に
掲
げ
る
な
ど
、
内
容
の
解
釈
に
関
わ
る
大
き

な
例
も
あ
る
。

　
右
の
う
ち
前
者
は
、
本
文
が
同
十
四
年
と
重
複
し
て
い
る
過
誤
で
、
慶

長
勅
版
・
寛
文
九
年
生
田
に
見
え
る
。
前
後
を
通
読
す
れ
ば
自
ず
と
気
付

か
れ
る
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
吉
田
本
系
統
の
写
本
の
う
ち
全
三
十

巻
完
本
で
あ
る
中
臣
連
重
書
写
本
な
ど
で
は
こ
れ
が
正
さ
れ
て
お
り
、
お

そ
ら
く
は
清
先
個
人
の
考
え
の
み
で
は
な
く
、
対
校
の
伝
本
に
根
拠
を
得

た
上
で
の
注
記
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
本
文
の
異
同
は
微
細
で
、
む
し
ろ
歌

謡
の
解
釈
に
関
わ
っ
て
、
注
さ
れ
た
訓
字
解
釈
を
正
す
意
図
が
あ
っ
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
同
歌
は
現
代
に
お
い
て
も
明
確
な
解
が
得
ら
れ
て
い

な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
書
で
も
掲
げ
ら
れ
た
本
文
及
び
訓
字
で
は
歌
意
が

不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
比
較
的
歌
意
の
明
確
な
別
解
を
注
に
掲
げ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
こ
れ
ら
頭
注
の
記
述
は
必
ず
し
も
等
質
で
は
な
い
の
で

あ
る
が
、
主
た
る
も
の
は
単
字
単
位
の
異
同
注
記
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
に

限
っ
て
み
て
も
こ
れ
ら
全
て
に
あ
て
は
ま
る
本
文
を
持
つ
単
一
の
横
本
は

管
見
の
限
り
な
い
よ
う
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
複
数
の
対
校
本
に
よ
る
結

果
を
示
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
比
較
的
よ
く
異
同
が
一
致
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す
る
「
乾
元
煙
し
な
ど
を
見
る
と
、
寛
文
九
年
版
本
に
対
し
て
乾
元
本
が

異
な
る
箇
所
で
も
、
本
書
の
頭
注
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
例
も
ま
ま
見

ら
れ
、
こ
の
頭
注
は
、
単
純
に
異
同
を
列
挙
し
た
も
の
で
は
な
く
、
対
校

作
業
に
よ
っ
て
取
捨
し
た
上
で
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
敢
て
注
記
を
付
さ
ず
と
も
、
示
さ
れ
た
本
文
の
み
に
よ
っ

て
そ
の
任
は
足
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
校
訂
本
文
の
他
に
敢
て
対
校
注
記

を
わ
ざ
わ
ざ
示
す
こ
と
は
不
審
と
い
え
ぼ
不
審
な
編
み
方
で
は
あ
る
。
や

は
り
こ
の
辺
り
に
も
、
慶
長
勅
版
や
そ
の
再
刻
た
る
寛
文
版
本
の
本
文
に

主
に
依
り
つ
つ
も
、
な
お
不
審
の
箇
所
を
指
摘
し
な
が
ら
、
決
し
て
そ
れ

が
完
全
と
は
考
え
て
い
な
い
、
い
わ
ば
中
途
段
階
で
の
整
理
の
跡
と
す
る

本
書
編
集
の
立
場
が
現
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
本
書
で
は
漢
字
本
文
に
つ
い
て
重
点
（
「
諭
し
字
等
）
を
全
く
用

い
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
同
字
反
復
に
な
る
場
合
、
重
符
を
用
い
る

か
否
か
、
ま
た
単
字
の
み
で
な
く
複
数
字
の
反
復
に
も
こ
れ
を
援
用
す
る

か
否
か
は
、
日
本
書
紀
の
諸
伝
本
を
一
瞥
し
て
も
か
な
り
差
異
の
あ
る
こ

と
の
よ
う
で
あ
る
。
大
略
、
よ
り
古
い
時
代
の
も
の
で
は
、
あ
ま
り
重
符

を
用
い
な
い
が
、
中
世
頃
の
も
の
で
は
使
用
例
が
か
な
り
多
く
な
り
、
基

本
的
に
は
行
・
丁
に
ま
た
が
ら
な
い
限
り
同
字
反
復
は
重
符
で
記
す
（
字

体
は
「
々
」
ま
た
は
「
全
し
が
多
い
。
但
し
こ
の
両
者
が
混
用
さ
れ
る
こ

と
は
、
取
合
い
本
な
ど
特
殊
例
を
除
い
て
な
い
）
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ

た
よ
う
で
、
こ
れ
を
複
数
字
に
ま
で
援
用
す
る
例
も
見
え
る
。
少
し
降
っ

て
、
慶
長
勅
版
で
は
、
古
活
字
と
い
う
特
性
も
あ
っ
て
か
同
様
に
多
用
さ

れ
る
（
字
体
は
「
全
」
字
の
省
略
体
）
が
、
単
字
に
限
る
傾
向
と
な
り
、

整
版
と
な
っ
た
江
戸
時
代
以
降
で
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
単
字
に
つ
い

て
も
重
符
と
す
る
例
が
減
っ
て
行
く
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
る
と
、

本
書
は
そ
の
極
端
な
例
と
も
言
え
よ
う
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
校
合
本
文
を

作
成
し
た
清
先
自
身
の
考
え
に
基
づ
こ
と
と
見
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な

い
。
な
お
仮
名
の
重
符
に
つ
い
て
は
後
の
項
で
触
れ
る
。

訓
読
上
の
特
色
の
概
要

　
本
書
に
見
え
る
訓
読
は
全
巻
で
九
万
九
千
余
。
全
歯
黒
で
は
な
い
が
加

点
密
度
は
神
代
巻
上
下
が
よ
り
高
い
が
ほ
ぼ
全
巻
に
わ
た
っ
て
均
一
で
あ

る
。
ま
た
、
別
訓
を
併
記
す
る
こ
と
は
希
で
、
十
分
な
考
察
を
経
て
訓
読

を
決
定
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
一
瞥
し
た
だ
け
で

も
、・

い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
に
ほ
ぼ
従
っ
て
い
る
。

・
い
わ
ゆ
る
音
便
形
の
例
が
少
な
い
。

・
擬
音
の
表
記
に
は
「
ム
し
を
用
い
る
。

等
、
他
の
豊
野
本
と
較
べ
て
特
異
な
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
右

に
挙
げ
た
三
点
の
う
ち
最
後
の
鼓
音
の
「
ム
し
表
記
に
つ
い
て
は
、
中
世

の
い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
統
の
諸
伝
本
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
江
戸

時
代
の
版
本
と
し
て
は
際
立
つ
点
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
着
目
し
つ
つ
本
書
の
訓
読
を
辿
っ
て
み
る
と
、
現
代
の
古
典

文
学
大
系
『
日
本
書
紀
上
下
』
（
昭
和
四
七
年
・
岩
波
書
店
）
に
見
え
る
訓
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読
に
近
い
印
象
さ
え
受
け
る
。
も
ち
ろ
ん
古
典
大
系
の
そ
れ
は
本
書
に
直

接
の
関
係
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
あ
く
ま
で
も
印
象

の
域
を
出
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
他
の
様
々
な
日
本
書
紀
の
伝
本
の
中

で
、
特
に
古
典
大
系
の
そ
れ
に
近
い
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
古
典
大
系
の
『
日
本
書
紀
上
下
』
は
、
注
解
に
先
立
っ
て
大
野
晋
博
士

と
林
勉
氏
に
よ
っ
て
、
神
代
巻
上
下
に
つ
い
て
は
弘
安
本
（
再
興
本
）
、
巻

三
以
降
に
つ
い
て
は
兼
右
本
を
底
本
と
す
る
厳
密
な
本
文
校
訂
が
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
訓
読
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
、
あ
る
い
は
他
の
い

ず
れ
か
の
伝
本
の
そ
れ
に
依
る
の
で
は
な
く
、
諸
本
に
見
え
る
訓
読
を
比

較
検
討
し
つ
つ
、
訓
点
語
学
や
そ
れ
を
含
め
た
国
語
史
学
の
成
果
を
広
く

活
か
し
て
、
平
安
時
代
頃
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
訓
読
を
再
現
す
る
こ
と

を
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
注
解
と
相
倹
っ
て
作
成
さ
れ
た
訓
読
に
従
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
問
の
詳
細
は
同
書
の
解
説
の
中
で
大
野
博
士
が

詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
も
ち
ろ

ん
厳
密
・
詳
細
な
基
礎
的
作
業
の
上
に
立
っ
て
は
じ
め
て
可
能
な
こ
と
で

は
あ
る
が
、
本
邦
の
漢
文
文
献
を
「
古
典
作
品
し
の
一
つ
と
し
て
、
大
系

や
全
集
の
よ
う
な
形
で
一
般
読
者
に
提
供
す
る
際
の
大
き
な
範
と
し
て
、

以
後
の
類
似
の
出
版
に
も
影
響
を
与
え
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
広
く

知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
本
書
の
訓
読
は
、
先
に
挙
げ
た
歴
史
的
仮
名
遣
や
音
便
等
の
点
で
、
こ

の
古
典
大
系
本
『
日
本
書
紀
』
に
似
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
厳
密
さ
、

正
確
さ
と
い
っ
た
点
で
は
当
然
こ
れ
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
の
で
は
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
加
点
者
言
論
自
身
も
、
先
行
の
諸
伝
本
に
見
え
る
訓
読
を

一
方
的
に
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
定
見
を
立
て
、
国
学
等
に
お
け

る
古
典
研
究
を
活
か
し
つ
つ
、
訓
読
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う

で
あ
り
、
考
え
方
に
お
い
て
、
古
典
大
系
本
の
そ
れ
に
一
脈
通
じ
る
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
「
似
て
い
る
」
と
い
う
印
象
を
与
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
訓
注
部
分
の
「
此
云
…
…
し
を
ど
の
よ
う
に
訓
む
か
が
、
日

本
書
紀
の
諸
富
本
の
訓
読
を
比
較
検
討
す
る
上
で
の
指
標
の
一
つ
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ

の
で
あ
る
が
、
本
書
は
こ
れ
を
「
此
ヲ
…
…
ト
云
フ
」
と
し
て
い
る
点
が

興
味
深
い
。
こ
の
部
分
の
試
み
方
に
は
主
に
、

AB

　あ
る

い
は

r

ヲ

ノf

一

此9

ノ＼

ト

云
フ

L

此9

ノ、

ト

云
フ

し

コ
レ「
此
ヲ
バ
…
…
ト
云
フ
し

の
二
種
が
あ
っ
て
、
A
は
い
わ
ゆ
る
古
本
と
呼
ば
れ
る
繋
属
本
や
幕
末
に

至
っ
て
の
復
古
的
な
考
え
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
諸
本
に
、
B
は
い
わ
ゆ

る
吉
田
本
系
統
の
諸
伝
本
や
そ
れ
に
基
づ
く
寛
文
九
年
版
本
、
及
び
そ
れ

ら
の
影
響
下
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
諸
本
に
見
え
る
、
と
大
略
整
理
で
き
る
。

　
こ
れ
は
解
釈
の
点
か
ら
見
れ
ば
「
輸
し
字
を
「
我
国
」
の
意
に
取
る
の
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が
A
、
当
該
の
被
注
漢
字
句
に
取
る
の
が
B
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
書

の
訓
み
方
は
、
こ
の
点
で
は
B
と
同
様
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
際

に
こ
の
「
此
ヲ
…
…
…
し
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
他
に

は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
敷
田
年
治
『
標
註
日
本
書
紀
』
な
ど
ご
く
少
数

の
例
が
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
敢
て
憶
測
す
れ
ば
こ
れ
は
、
細
部
に
わ
た

っ
て
先
行
諸
本
の
そ
れ
を
機
械
的
に
引
き
写
す
の
で
は
な
く
、
解
釈
を
踏

ま
え
て
独
自
に
訓
み
方
を
定
め
よ
う
と
し
た
春
先
の
態
度
の
一
端
を
示
す

も
の
と
も
思
わ
れ
、
他
の
部
分
の
訓
読
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
現
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
出
発
点
と
し
て
、
日
本
書
紀
諸
伝
本
に
見
る
訓
読
上
の
様
々

な
差
異
・
特
色
と
比
較
し
つ
つ
、
本
書
訓
読
の
概
略
を
以
下
に
述
べ
る
。

な
お
、
比
較
の
対
象
と
す
る
材
料
と
し
て
、
現
在
ま
で
手
元
に
集
め
、
整

理
す
る
こ
と
の
で
き
て
い
る
も
の
が
専
ら
神
代
巻
上
下
に
偏
っ
て
い
る
事

実
が
あ
り
、
こ
の
た
め
、
本
書
は
全
三
十
巻
本
で
は
あ
る
が
、
様
々
な
項

目
に
つ
い
て
先
ず
詳
細
を
神
代
巻
上
下
に
つ
い
て
見
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た

こ
と
が
ら
に
つ
い
て
本
書
及
び
他
の
伝
記
の
巻
三
以
降
に
援
用
し
て
考
え

る
方
法
を
採
っ
た
。
比
較
対
照
に
あ
た
っ
て
は
、
中
村
啓
信
氏
の
『
日
本

書
紀
総
索
引
漢
字
篇
』
（
昭
和
三
八
年
～
四
三
年
目
角
川
書
店
）
、
『
校
本
日

本
書
紀
一
～
四
』
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
・
昭
和
四
八
年
～
平
成

七
年
・
角
川
書
店
）
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
併
せ
て
拙
著
『
六
種
対

照
日
本
書
紀
神
代
巻
和
訓
研
究
索
引
』
（
平
成
七
年
・
武
蔵
野
書
院
）
及
び

そ
の
元
と
し
た
手
元
資
料
を
用
い
て
い
る
。

仮
名
の
字
形
・
字
体
及
び
記
号
の
類

　
訓
読
の
加
点
に
用
い
ら
れ
て
い
る
仮
名
の
字
形
字
体
は
江
戸
時
代
後
期

の
一
般
的
な
漢
籍
の
版
本
と
同
様
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
現

行
通
用
の
片
仮
名
と
較
べ
る
と
、
ネ
に
「
子
」
字
を
用
い
る
点
が
大
き
な

相
違
で
あ
っ
て
、
残
る
文
字
に
つ
い
て
は
大
略
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
当

時
の
も
の
を
見
る
と
ヲ
の
字
形
が
、
現
行
の
そ
れ
の
よ
う
に
「
フ
」
字
形

の
内
側
に
横
線
画
を
入
れ
た
も
の
と
、
横
線
画
の
下
に
「
フ
」
、
つ
ま
り
「
う
し

字
形
に
近
い
も
の
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
後
者
で
は
「
ラ
」
字
と
の
区
別
を

よ
り
は
つ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
横
線
画
を
右
下
が
り
あ
る
い
は
右
斜
長
点

形
に
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
前
者
の
「
ヲ
」
形
を
と
っ
て
い
る
。

元
々
の
仮
名
字
母
か
ら
見
れ
ば
後
者
の
方
が
よ
り
近
い
の
で
は
あ
ろ
う

し
、
確
か
に
よ
り
古
い
時
代
の
資
料
で
は
専
ら
「
ラ
」
形
が
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
当
時
の
版
本
を
見
る
限
り
既
に
「
ヲ
し
形
の
方
が
一
般
的
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
本
書
も
そ
れ
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
、
手
書
の

資
料
で
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
に
至
っ
て
も
「
ラ
」
形
が
多
く

見
ら
れ
る
。

　
仮
名
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
合
字
の
類
や
記
号
の
類
が
あ
る
。
本

書
に
見
え
る
合
字
の
例
は
主
に
「
メ
（
シ
テ
）
」
「
］
（
コ
ト
）
」
の
二
種
（
及

び
「
隠
（
ト
モ
）
」
が
ご
く
小
数
）
で
、
使
用
例
・
種
類
共
に
寛
文
九
版
本

と
比
較
し
て
か
な
り
少
な
い
。
ま
た
仮
名
に
開
い
て
書
く
か
合
字
を
用
い

る
か
に
つ
い
て
は
、
同
一
形
の
場
合
で
も
両
者
が
見
え
、
ま
た
前
後
の
余
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白
に
制
限
さ
れ
る
か
否
か
に
も
あ
ま
り
関
係
し
な
い
よ
う
で
、
は
っ
き
り

し
た
使
い
分
け
は
な
い
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

量
の
多
寡
は
措
く
と
し
て
寛
文
版
本
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
本

書
と
同
時
代
と
思
し
い
江
戸
時
代
後
期
の
漢
籍
の
類
の
版
本
で
も
同
様
な

傾
向
が
あ
る
。

　
御
字
と
し
て
は
「
玉
」
の
み
が
見
え
、
「
寸
」
「
事
」
等
も
用
い
る
先
行

の
諸
零
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
玉
」
字
は
「
タ
マ
フ
（
補
助

動
詞
）
」
「
ノ
タ
マ
フ
」
に
集
中
し
て
現
れ
、
同
じ
「
タ
マ
フ
」
で
も
「
賜

ふ
し
な
ど
の
意
で
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
に
は
使
わ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
補
助
動
詞
の
「
タ
マ
フ
」
の
全
て
が
「
継
し
字
で
記
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
寛
文
版
本
と
較
べ
て
も
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
訓
字
は
ご
く
限
定
し
た
範
囲
に
と
ど
め
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　
記
号
で
は
、
重
符
と
し
て
単
字
の
場
合
「
〉
」
「
ゴ
」
、
複
数
字
の
場
合

「
く
」
「
ぐ
」
が
見
え
る
。
同
一
仮
名
の
繰
返
し
に
な
る
場
合
は
本
書

で
は
重
符
を
用
い
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し

も
全
例
が
そ
う
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
熟
合
符
と
し
て
縦
線

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
音
馴
合
・
訓
熟
合
の
使
い
分
け
は
な

い
。
ま
た
訓
注
部
分
の
被
注
漢
字
に
は
読
仮
名
（
振
仮
名
）
の
位
置
に
縦

線
を
記
し
、
音
読
み
を
示
し
て
い
る
。
一
般
に
こ
の
部
分
に
は
音
読
み
の

振
仮
名
が
注
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
全
く
の
無
点
と
す
る
例
が
多
く
本
書

の
記
し
方
は
他
の
諸
悪
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
句
読
点
の
類
は
初
選
冒
頭
の
駿
文
・
凡
例
の
み
に
見
え
、

に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

本
文

仮
名
遣

　
先
に
も
述
べ
た
が
、
本
書
の
仮
名
遣
は
、
ア
行
（
イ
・
エ
・
オ
）
と
ワ

行
（
ヰ
・
エ
・
ヲ
）
、
ハ
行
転
呼
音
の
表
記
、
等
の
点
に
於
い
て
大
略
い
わ

ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
に
近
い
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
お
け
る

日
本
書
紀
の
版
本
や
注
釈
書
の
類
で
、
訓
読
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
仮

名
の
書
き
分
け
を
意
識
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
は
必
ず
し
も
多
く
は
な

く
、
例
え
ば
『
黒
羽
板
日
本
書
紀
』
等
は
比
較
的
よ
く
書
き
分
け
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
本
書
も
不
完
全
と
は
い
え
か
な
り
慎
重
に
書
き
分
け
よ
う

と
し
た
跡
が
う
か
が
え
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　
清
先
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
大
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
谷
川
士
清
『
日
本

書
紀
通
諦
』
は
、
被
注
部
分
の
本
文
及
び
訓
読
を
摘
記
し
た
も
の
で
、
全

編
を
通
し
て
の
訓
読
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
摘
記
部
分
に
見
え
る

訓
読
の
仮
名
遣
は
、
必
ず
し
も
歴
史
的
仮
名
遣
に
依
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
ま
た
雄
文
や
凡
例
に
見
え
る
よ
う
に
清
戸
が
本
書
の
「
原
本
し
と

し
た
寛
文
九
年
版
本
に
見
え
る
訓
点
は
さ
ら
に
混
用
が
顕
著
で
あ
る
。
従

っ
て
本
書
の
仮
名
遣
は
、
清
先
自
身
の
見
識
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

お
そ
ら
く
国
学
の
隆
盛
に
伴
っ
て
盛
ん
に
な
っ
た
我
邦
古
典
に
つ
い
て
の

実
証
的
な
研
究
を
積
極
的
に
日
本
書
紀
の
訓
読
の
上
に
も
活
か
そ
う
と
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
文
の
訓
読
に
お
け
る
仮
名
遣
の
整
備
と
い
う
観
点
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か
ら
の
こ
の
よ
う
な
態
度
の
嗜
矢
の
一
つ
と
し
て
本
書
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
点
と
も
関
連
す
る
が
、
本
書
で
は
い
わ
ゆ
る
撲
音
を
「
ム
」
で
記

す
こ
と
が
比
較
的
多
い
。
た
だ
し
専
用
で
は
な
く
一
部
に
「
ン
」
も
混
用

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
は
、
本
書
が
、
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
音
便

形
が
少
な
く
、
ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
訓
注
部
分
の
字
音
読
み
に
あ
た

る
文
字
に
は
読
仮
名
を
注
さ
な
い
と
い
う
特
色
を
併
せ
持
つ
た
め
、
擾
音

の
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
文
末
辞
の
「
ム
」
（
助
動
詞
「
ム
」
の
終
止
ま
た

は
連
体
形
の
類
な
ど
）
に
現
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
ム
し
「
ン
」
の
使

用
を
寛
文
九
年
版
本
と
較
べ
る
と
、

　
　
　
　
　
本
書
　
　
　
寛
文
版
本

ム
表
記
　
一
二
七
八
　
　
　
二
〇
三

ン
表
記
　
　
一
七
一
　
　
一
四
一
二

の
よ
う
に
、
本
書
で
は
ム
表
記
が
大
半
で
、
寛
文
版
本
と
割
合
が
ち
ょ
う

ど
逆
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
文
末
辞
「
ム
し
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
他
の
諸
本
や
『
日
本
書
紀
』
以

外
の
訓
読
資
料
を
見
る
と
、
中
世
ま
で
の
も
の
で
は
ム
表
記
が
主
で
あ
る

が
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
特
に
版
本
で
は
ン
表
記
が
こ
れ
に
取
っ
て
代
る

傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
本
書
は
、
前
代
の
そ
れ
に
近
い
こ
と

が
わ
か
る
。
本
書
で
は
「
ム
」
「
ン
し
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
他
の
側
面
か

ら
考
え
る
こ
と
は
難
し
く
即
断
は
で
き
な
い
が
、
文
末
辞
を
見
る
限
り
、

こ
の
点
に
於
い
て
も
よ
り
古
い
時
代
の
仮
名
遣
に
従
お
う
と
し
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。

語
彙
　
本
書
に
見
え
る
訓
読
を
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
と
比
較
し
た
場
合
、
同

一
箇
所
の
訓
み
方
に
つ
い
て
、
仮
名
遣
の
相
違
及
び
後
に
述
べ
る
音
便
の

有
無
を
除
い
て
、
相
違
す
る
例
は
、
神
代
巻
上
下
で
は
一
四
二
八
三
箇
所

の
う
ち
七
一
六
箇
所
、
約
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
同
じ
く
神
代
巻
上
下
に
つ
い
て
、
中
世
の
極
伝
本
と
寛
文
九
年
版
本
を

比
較
す
る
と
全
加
点
箇
所
の
う
ち
同
様
に
異
な
る
の
は
、
弘
安
本
七
・
ニ

パ
ー
セ
ン
ト
、
乾
元
本
七
・
ニ
パ
差
傘
ン
ト
、
水
戸
本
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
り
、
若
干
本
書
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
ら
の
本
で
は

別
訓
と
し
て
同
一
箇
所
に
複
数
の
訓
読
を
掲
げ
る
例
が
あ
り
、
そ
れ
を
差

引
い
て
考
え
る
と
、
ほ
ぼ
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
隔
り
と
い
う
こ
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
こ
れ
ら
吉
田
本
系
統
の
諸
本
と
は
異
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
丹
鶴
本
（
丹
鶴
本
は
別
訓
を
掲
げ
る
こ
と
が
少
な
い
）

で
は
、
同
様
に
計
数
す
る
と
一
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

　
個
々
の
異
な
り
の
具
体
例
は
、
例
え
ば
神
名
に
つ
い
て
見
る
と
、

國
碁
立
尊

寛
文
版
　
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
ノ
ミ
コ
ト

本
書
　
　
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
ノ
ミ
コ
ト
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高
皇
産
塵
尊

天
照
大
神

寛
文
版
　
鬼
面
ン
ミ
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト

本
書
　
　
鋭
感
ミ
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト

寛
文
版
　
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
カ
ミ

本
書
　
　
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ム
カ
ミ

な
ど
の
よ
う
に
、
主
要
な
神
名
の
例
で
も
枚
挙
に
暇
が
な
い
の
で
あ
っ
て

他
の
品
詞
に
つ
い
て
は
省
略
に
従
う
が
、
以
下
に
訓
読
や
解
釈
に
関
わ
り

そ
う
な
顕
著
な
も
の
を
い
く
つ
か
摘
記
し
た
い
。

　
訓
読
に
関
す
る
こ
と
で
は
、
例
え
ば
本
書
で
は
「
宜
し
字
を
再
読
と
す

る
場
合
の
訓
み
と
し
て
「
ヨ
ロ
シ
ク
」
の
例
の
み
見
え
、
「
ウ
べ
し
（
他
の

諸
伝
本
で
は
「
ム
ベ
」
と
す
る
も
の
、
両
者
を
混
用
す
る
も
の
も
あ
る
）

は
再
読
し
な
い
場
合
の
み
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

再
読
の
形
を
「
ヨ
ロ
シ
ク
…
…
ベ
シ
」
に
統
一
し
て
訓
も
う
と
し
た
こ
と

の
現
れ
と
考
え
ら
れ
、
よ
り
近
現
代
の
訓
読
に
近
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

同
様
の
傾
向
は
他
の
再
読
扱
の
文
字
に
も
、
こ
の
例
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い

が
見
ら
れ
る
。

　
も
う
少
し
内
容
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
は
、
「
自
」
字
の
訓
み
に
つ
い
て

の
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
と
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
の
使
い
分
け
が
、
寛
文
九
年
版
本

や
先
行
の
諸
伝
本
と
は
異
な
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
日
本
書
紀
の
訓
読
に

限
ら
ず
、
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
は
ど
ち
ら
か
と
い

え
ぼ
「
自
然
に
…
し
の
意
、
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
は
「
自
分
か
ら
進
ん
で
…
し
の

意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
来
て
い
る
が
、
そ

の
使
い
分
け
は
、
「
二
し
が
下
接
す
る
か
否
か
と
も
併
せ
て
、
必
ず
し
も
明

確
で
な
い
場
合
が
あ
る
。

　
漢
文
訓
読
の
場
合
、
原
漢
文
で
の
「
自
」
字
の
用
い
ら
れ
方
に
対
応
し

て
両
語
を
使
い
分
け
て
い
る
が
、
特
に
近
世
の
も
の
に
至
る
と
、
同
一
文

献
の
同
一
箇
所
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
を
用
い
る
か
で
相
異
な
っ
た
訓
点
資

料
が
数
多
く
見
い
出
せ
る
。
例
え
ば
、
白
居
易
の
詩
「
長
恨
重
し
の
有
名

な
｝
節
、
「
天
皇
麗
質
自
難
棄
」
の
「
自
」
字
の
低
み
方
に
は
現
代
で
も
両

例
が
見
え
、
こ
の
部
分
の
解
釈
の
違
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
江

戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
や
『
歌
行
詩
』
の
諸
版
本
間
に
も

差
異
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

　
本
書
の
例
で
は
、
例
え
ば
神
代
上
四
神
出
生
章
一
書
第
八
の
、

此。

草謬

木キ

沙謬

石ヲ

自オ

　含；
　レム　火妄
　之
　潔　縁≦
　参　　　 り
本手
書
巻

レ
ク
サ
キ
イ
サ
コ
ノ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
フ
ク
ム
ヒ
ヲ
　
　
コ
ト
ノ
モ
ト
ナ
リ

此
草
木
沙
石
　
自
　
含
レ
火
之
縁
　
　
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
文
九
年
版
本
巻
一

・
十
五
丁
裏
四
行
）

・
十
六
丁
表
八
行
）

は
、
文
意
か
ら
推
し
て
も
明
ら
か
に
「
自
」
字
は
「
自
然
に
・
も
と
も
と
」

程
の
意
で
、
本
書
も
他
の
諸
丸
本
も
皆
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
（
仮
名
遣
や
濁
点

の
有
無
に
は
異
同
が
あ
る
）
と
し
て
い
る
。
一
方
、
神
代
上
宝
鏡
開
始
章
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一
書
第
二
の
、

ミ
マ
シ
ノ
　
　
シ
タ
ニ
ヒ
ソ
カ
エ
ミ
ツ
カ
ラ
ク
ソ
マ
ル

御
席
之
下
陰
　
自
送
糞

（
本
書
巻
一
・
二
七
丁
表
五
行
）

　
ミ
マ
シ
ノ
　
　
シ
タ
ニ
ヒ
ソ
カ
ニ
ミ
ツ
カ
ラ
ケ
ガ
シ
ス

御
席
之
下
陰
　
郵
送
糞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
文
九
年
版
本
巻
一
・
三
十
丁
表
二
行
）

の
箇
所
は
、
「
自
分
か
ら
」
の
意
で
、
本
書
も
他
の
諸
宗
本
も
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
神
代
下
天
孫
降
臨
章
一
書
第
五
の
、

　
ミ
ヅ
カ
ラ
ア
ヘ
ト
モ
ヒ
ノ
ワ
サ
ハ
ヒ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
コ
ナ
フ

　
自
當
　
火
難
　
無
げ
所
，
少
モ
損
～
（
本
書
巻
落
・
十
七
丁
裏
二
行
）

　
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ァ
ヘ
ト
モ
ヒ
ノ
ワ
サ
ハ
ヒ
ニ
ナ
シ
　
ト
コ
ロ
　
　
　
ソ
コ

　
自
　
當
　
火
難
　
無
レ
所
二
少
。
損
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
文
九
年
版
本
巻
二
・
十
九
丁
表
八
行
）

で
は
、
他
本
と
異
な
っ
て
本
書
の
み
が
こ
れ
を
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
、
吾
田
鹿
葦
津
姫
が
身
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
に
、

室
に
火
を
放
っ
て
子
を
産
む
場
面
で
あ
る
か
ら
、
姫
を
中
心
と
し
て
考
え

れ
ば
明
ら
か
に
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
一
方
で
、
こ
れ
を

彦
火
火
出
見
尊
以
下
の
出
生
諌
と
見
る
方
に
重
点
を
置
い
て
、
子
供
の
尊

を
中
心
に
考
え
れ
ば
、
子
供
が
自
分
か
ら
進
ん
で
火
を
付
け
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
の
「
自
」
字
は
「
當
火
難
」
に
か
か
る
の

で
は
な
く
、
「
當
火
難
無
所
少
損
」
全
体
に
か
か
っ
て
、
「
元
々
火
を
避
け

る
力
が
あ
っ
た
」
の
よ
う
に
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
見
の
限
り
こ

の
箇
所
を
前
者
の
よ
う
に
解
す
る
も
の
は
、
前
に
も
後
に
も
見
え
な
い
が
、

本
書
の
「
ミ
ヅ
カ
ラ
」
は
物
語
の
流
れ
か
ら
す
れ
ぽ
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
よ

う
で
も
あ
り
、
個
々
の
訓
読
を
決
定
す
る
に
も
慎
重
に
考
え
た
跡
と
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
類
似
の
例
と
し
て
は
、
「
降
」
字
を
ズ
神
の
）
降
臨
し
の
意
で
用
い
る

場
合
に
「
ア
マ
ク
ダ
ル
」
と
す
る
か
「
ア
マ
ク
ダ
ス
」
と
す
る
か
の
違
い

が
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
上
大
八
洲
生
成
章
一
書
第
一
で
、

　
フ
タ
ハ
シ
ラ
ノ
カ
ミ
ア
マ
ク
タ
リ
マ
シ
　
　
　

ミ
タ
ツ
ヤ
ヒ
ロ
ノ
ト
ノ
ヲ

　
ニ
　
　
神
降
二
居
彼
ノ
嶋
～
化
二
作
八
尋
之
殿
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
書
巻
一
・
五
丁
表
五
行
）

　
フ
タ
ハ
シ
ラ
ノ
カ
ミ
ア
マ
ク
ダ
リ
マ
ス
　
　
　

ミ
タ
ツ
ヤ
イ
ロ
ノ
ト
ノ
ヲ

　
ニ
　
　
神
降
二
居
彼
嶋
電
化
二
作
八
尋
之
殿
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寛
文
九
年
版
本
巻
一
・
五
丁
裏
二
行
）

の
箇
所
は
、
藷
粥
二
神
が
自
ら
島
を
生
成
し
て
降
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

「
降
居
し
字
を
本
書
も
他
の
諸
本
も
「
ア
マ
ク
ダ
り
し
と
し
て
い
る
が
、

同
段
の
直
後
の
部
分
に
は
、
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ウ
ラ
ヘ
　
　
　
　
ビ
　
　
ァ
マ
ク
ダ
シ
マ
ス

乃
チ
ト
定
ぴ
時
キ
日
而
降
　
之

　
ウ
ラ
エ
　
　
　
　
　
ピ
　
　
　
ア
マ
ク
タ
リ
マ
ス

乃
チ
ト
定
コ
時
キ
日
而
降
　
之

（
本
書
巻
一
・
五
丁
裏
七
行
）

（
寛
文
九
年
版
本
巻
一
・
六
丁
表
六
行
）

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「
降
」
字
を
他
本
で
は

「
ア
マ
ク
ダ
リ
」
と
す
る
の
と
異
な
っ
て
、
本
書
で
は
「
ア
マ
ク
ダ
シ
」

と
し
て
い
る
。
こ
こ
は
一
旦
天
に
戻
っ
た
二
神
が
天
神
の
教
を
受
け
て
再

び
降
る
場
面
で
あ
り
、
本
書
は
こ
の
間
を
、
「
天
神
が
教
え
た
上
で
ト
定
を

し
て
二
神
を
降
ら
せ
た
。
」
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
他
の

諸
本
は
、
「
二
神
が
教
え
を
受
け
た
上
で
自
ら
ト
溶
し
て
降
っ
た
。
」
と
二

神
を
主
体
に
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
本
書
は
、
こ
の
再
降
臨
を
先

の
ト
定
に
よ
る
原
因
の
数
示
か
ら
の
一
連
の
天
神
の
意
志
と
し
て
解
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
本
書
の
訓
読
は
語
彙
の
上
で
も
内
容
の
展
開
や
他

の
部
分
の
加
点
を
視
野
に
入
れ
、
全
体
と
し
て
整
っ
た
も
の
を
目
指
そ
う

と
し
た
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
特
色
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
例
え
ば
「
天
下
」
の
訓
み
と
し
て
他
市
と
同
様
に
「
ア
メ
ノ

シ
タ
」
を
主
に
用
い
る
中
に
「
ア
メ
ガ
シ
タ
」
（
巻
上
四
神
出
生
章
一
書
第

九
な
ど
）
の
よ
う
に
異
な
る
形
が
混
用
さ
れ
る
例
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
不

用
意
な
不
統
一
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
あ
る
い
は
何
か
思
う
故
が
あ
っ
て

の
こ
と
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

音
便
形
と
そ
の
表
記

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
に
見
え
る
訓
読
に
は
、
い
わ
ゆ
る
音
便

形
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
い
。
全
巻
に
わ
た
っ
て
み
る
と
、
各
音
便
形
を

合
わ
せ
て
、
寛
文
版
本
で
は
二
四
六
〇
ほ
ど
の
例
が
あ
る
の
に
対
し
て
本

書
で
は
一
一
〇
四
例
と
、
半
分
以
下
の
数
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
音
便

の
形
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
り
、
促
音
便
及
び
そ
の
無
表
記
形
と
擬
音
便
は

少
な
く
、
イ
音
便
と
ウ
音
便
が
目
に
付
く
と
い
う
特
色
が
あ
る
。

　
促
音
便
は
「
以
（
モ
テ
）
」
「
因
・
由
（
ヨ
テ
）
」
等
の
「
テ
し
が
付
く
定

型
的
な
形
を
促
音
便
無
表
記
と
す
る
例
が
見
え
る
以
外
用
い
ら
れ
て
い
な

い
。
擾
音
便
も
「
ネ
タ
ン
デ
」
「
ヨ
ン
デ
し
な
ど
少
数
の
例
を
除
い
て
ほ
と

ん
ど
用
い
ら
れ
で
い
な
い
。
な
お
少
数
な
が
ら
見
え
る
擾
音
便
の
例
は
、

活
用
語
連
用
形
に
「
テ
」
の
続
く
形
で
は
「
ム
」
表
記
で
は
な
く
皆
「
ン
し

表
記
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
項
に
述
べ
た
助
動
詞
「
ム
」
の
例
と
考
え
併

せ
る
と
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
版
下
乃
至
彫
り
の
段
階
で
の
混
入
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
イ
音
便
で
は
動
詞
連
用
形
の
例
、
形
容
詞
連
用
形
の
例

共
に
寛
文
九
年
版
本
で
音
便
形
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
悉
く
本
書
で
も

同
形
を
採
っ
て
い
る
。
ま
た
ウ
音
便
で
は
、
動
詞
連
用
形
で
は
音
便
の
有

無
が
ま
ち
ま
ち
で
、
寛
文
九
年
版
本
が
音
便
形
を
採
る
箇
所
に
つ
い
て
同

語
で
も
両
形
が
見
え
へ
積
極
的
な
使
い
分
け
の
基
準
も
定
か
で
は
な
い
。

ま
た
形
容
詞
連
用
形
は
、
大
半
が
非
音
便
形
で
あ
る
が
、
一
部
に
ウ
音
便

の
形
が
少
数
な
が
ら
見
え
る
。
形
容
詞
連
用
形
の
ウ
音
便
形
に
つ
い
て
は
、
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吉
田
本
系
統
の
島
伝
本
で
は
ハ
行
動
詞
の
ウ
音
便
形
と
同
様
に
「
フ
」
で

こ
れ
を
表
記
す
る
も
の
が
多
い
が
、
本
書
で
は
「
ウ
」
で
記
し
て
い
て
、

ハ
行
動
詞
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
表
記
に
な
っ
て
い

る
。　

こ
れ
ら
の
他
に
、
撲
音
便
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
助
動
詞
「
ズ
」
に
助

詞
「
ハ
」
が
下
接
し
た
形
と
し
て
、
寛
文
版
本
に
「
ズ
ン
バ
」
が
二
例
見

え
る
が
本
書
で
は
「
ズ
ハ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
で
は
音
便
形
と
し
て
は
イ
音
便
を
主
に
用
い
、

ウ
音
便
で
は
音
便
・
非
音
便
を
あ
る
程
度
意
識
し
て
混
用
、
撲
音
便
・
促

音
便
に
つ
い
て
は
定
型
的
な
用
法
以
外
は
非
音
便
と
す
る
の
が
基
本
の
よ

う
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
音
便
形
を
一
種
後
世
の
転
誼
の
よ
う
に
見
て
、
旧

に
依
る
こ
と
で
正
そ
う
と
す
る
態
度
の
現
れ
な
の
で
あ
っ
て
、
此
先
が
漢

籍
の
み
な
ら
ず
和
歌
に
も
深
い
造
詣
の
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い

の
で
あ
ろ
う
。

使
役
字
の
扱
い

　
「
使
」
「
遣
し
「
仮
し
な
ど
い
わ
ゆ
る
使
役
字
を
用
い
る
文
の
訓
読
に
つ

い
て
、
本
書
で
は
こ
れ
を
、

　
　
シ
テ

A
　
使
一
ワ
人
ヲ
昇
フ
　
レ
樹
ニ

　
　
シ
メ

（
武
烈
天
皇
七
年
）

の
よ
う
に
再
読
字
と
し
て
訓
む
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対

し
て
吉
田
本
系
の
諸
本
や
そ
れ
に
基
づ
く
寛
文
九
年
版
本
で
は
、

　
　
シ
テ

B
　
使
レ
人
ヲ
昇
．
以
樹
二

の
よ
う
に
「
使
」
字
を
「
シ
テ
」

み
方
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
近
現
代
の
訓
読
で
は
、

　
　
シ
ム

℃
　
使
二
人
ヲ
シ
テ
昇
プ
リ
樹
齢

と
訓
ん
で
「
シ
ム
」
は
読
み
添
え
る
訓

の
よ
う
に
、
「
使
」
字
は
「
シ
ム
」
と
訓
ん
で
「
シ
テ
し
を
読
み
添
え
る
よ

う
に
な
っ
て
る
。
本
書
に
見
え
る
よ
う
な
再
読
扱
は
、
漢
籍
一
般
の
訓
読

に
つ
い
て
江
戸
時
代
頃
の
そ
れ
に
広
く
見
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
三

様
は
ほ
ぼ
訓
読
の
時
代
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
A
B
C
何
れ
の
加
点
に
従
っ
て
も
「
人
を
し
て
樹
に
昇
ら
し
む
」
の
よ

う
な
書
下
し
文
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
「
使
」
字
が
「
シ
テ
し

「
シ
ム
」
の
双
方
の
意
を
表
す
も
の
と
考
え
る
点
に
於
い
て
は
共
通
な
の

で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
加
点
の
方
法
と
し
て
表
面
に
現
れ
た
形
が
異

な
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
最
も
古
く
か
ら
見
え
る
B
の
形
は
、

他
の
い
わ
ゆ
る
再
読
文
字
の
扱
に
つ
い
て
よ
り
古
い
時
代
の
も
の
に
も
見

え
る
こ
と
で
、
実
際
に
は
「
使
し
字
を
再
読
す
る
と
の
意
図
で
注
さ
れ
た
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も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に
見
え
る
A
の
形
は
、
そ
れ
を
実
際
の
返

読
の
上
に
に
反
映
さ
せ
た
形
で
あ
っ
て
、
返
点
の
用
い
方
が
よ
り
多
様
に

な
っ
て
か
ら
の
時
代
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
返
読
で
は
、
例
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
「
ニ
レ
」
の
返
点
が
必
要
と
な
り
、

複
雑
な
加
点
と
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
近
・
現
代
に
至
っ
て
返
読
法
が

整
理
さ
れ
る
と
こ
の
「
ニ
レ
」
点
の
よ
う
な
加
点
は
場
合
に
よ
っ
て
は
順

序
が
一
意
に
定
ら
な
い
こ
と
か
ら
用
い
ら
れ
な
く
な
り
（
コ
レ
」
の
よ
う

な
形
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
。
）
、
今
に
至

っ
て
い
る
、
と
こ
の
間
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
論
こ
れ
以
外
に

も
、
例
え
ば
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
漢
籍
の
訓
読
・
解
釈
に
い
く
つ
か
の

学
統
が
あ
っ
て
、
相
互
に
異
な
る
見
解
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
関
係

も
考
え
併
せ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
本
書
の
訓
読
を
位

置
付
け
る
上
で
は
良
い
指
標
に
な
る
例
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
使
役
の
意
味
を
持
つ
文
字
を
含
む
全
て
の
例
で
A
の
よ
う
な

再
読
の
形
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
文
意
に
即
し
て
B
の
形

も
少
数
な
が
ら
併
用
さ
れ
て
い
る
。

助
字
の
類
の
扱
い

　
「
之
（
二
・
テ
）
し
「
干
・
於
（
二
）
」
「
而
（
テ
）
」
「
乎
・
哉
（
ヤ
・
カ
）
」

な
ど
訓
読
の
際
に
助
詞
の
類
に
薄
ま
れ
る
い
わ
ゆ
る
助
字
の
類
の
扱
に
つ

い
て
は
、
日
本
書
紀
の
諸
伝
本
の
間
で
も
差
が
見
え
る
。

　
大
略
、
当
該
の
文
字
を
実
訓
で
訓
む
場
合
、
意
の
み
を
探
っ
て
他
の
文

字
の
実
車
に
読
み
添
え
る
場
合
、
全
く
懸
軍
と
す
る
場
合
の
三
種
に
類
別

で
き
る
が
、
本
書
の
訓
読
で
は
、
基
本
的
に
は
二
番
め
の
上
躯
ま
た
は
下

接
す
る
語
に
読
み
添
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
寛
文
九
年
版
本
と

同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
「
子
」
字
が
「
夏
時
」
の
形
で
用
い
ら
れ
、
「
時
二
」

と
訓
む
場
合
、
寛
文
九
年
版
本
で
は
返
読
し
て
「
干
」
字
を
電
訓
で
「
威
し

と
訓
む
例
が
混
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
そ
の
例
は
ご
く
少
数
で
、

読
み
添
え
の
扱
が
よ
り
徹
底
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は

「
於
」
字
に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
寛
文
版
本
、
本
書
共
に
、

全
例
に
加
点
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
確
実
で
は
な
い
。

　
助
詞
以
外
で
も
、
例
え
ば
文
末
に
置
か
れ
た
「
也
」
字
を
「
ナ
リ
」
と

訓
む
場
合
が
同
様
に
上
接
字
に
読
み
添
え
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
訓
み
方

は
、
江
戸
時
代
中
頃
以
降
の
漢
籍
一
般
の
訓
読
を
見
て
も
同
様
で
あ
り
、

治
そ
ら
く
は
版
本
の
普
及
に
伴
っ
て
ヲ
コ
ト
点
が
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、

訓
読
が
全
体
に
整
備
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
着
し
て
き
た
こ
と

の
現
れ
な
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
本
書
も
、
そ
の
中
に
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
た
だ
「
耳
・
焉
」
字
等
が
文
末
助
字
と
し
て
主
に
強
め
の
意
で
用
い
ら

れ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
を
実
訓
で
「
ノ
ミ
」
と
訓
む
の
で
は
な
く
不
読
と

す
る
（
本
書
の
訓
読
で
は
文
末
辞
と
し
て
の
「
ノ
ミ
」
の
例
自
体
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
）
、
と
い
う
点
な
ど
は
本
書
独
自
の
特
色
で
は
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
本
書
に
見
え
る
訓
読
を
｝
瞥
す
る
と
、
仮
名
遣
や
音
便

等
の
点
に
於
い
て
、
よ
り
古
い
時
代
の
日
本
語
の
表
記
・
文
法
に
よ
る
訓

読
を
目
指
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
一
方
で
、
返
読
や
使
役
字
の
扱
、

助
字
の
類
な
ど
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
に
漢
籍
の
類
の
訓
読
に
広
く
用
い

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
方
式
に
従
っ
て
い
る
、
と
い
う
特
色
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
れ
は
、
当
時
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
国
学
な
ど
に
よ
る
我
邦
古
典
に
つ

い
て
の
精
細
な
研
究
の
成
果
を
、
漢
文
文
献
た
る
『
日
本
書
紀
』
を
訓
読

し
解
釈
す
る
上
に
も
活
か
そ
う
と
し
た
現
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
前

代
か
ら
の
伝
統
に
従
う
傾
向
の
あ
っ
た
日
本
書
紀
に
つ
い
て
の
受
容
の
態

度
か
ら
一
歩
踏
込
ん
だ
成
果
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
こ

の
よ
う
な
姿
勢
か
ら
、
漢
文
文
献
が
「
訓
読
」
さ
れ
る
こ
と
が
漸
く
広
く

一
般
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
顕
著
な
一
例
と
し
て
本
書
を
位
置

付
け
る
こ
と
で
、
我
邦
に
お
け
る
訓
読
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の

資
料
を
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　
訓
読
上
の
特
色
と
し
て
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
事
項
以
外
に
も
、
敬

語
の
問
題
や
再
読
文
字
の
扱
い
、
個
別
の
神
名
・
人
名
・
地
名
や
歌
謡
の

訓
み
方
な
ど
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
所
で

本
書
の
大
略
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
見
通
し
が
立
っ
た
よ

う
に
思
う
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
小
寺
清
先
の
事
跡
に
関
し
て
は
現
在
、

関
連
す
る
資
料
の
収
集
・
整
理
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
日
本
書
紀
の
み
な

ら
ず
本
邦
の
古
典
や
神
道
関
係
文
献
、
漢
籍
な
ど
に
つ
い
て
の
二
親
の
直

接
の
手
沢
資
料
も
、
今
後
そ
の
出
現
と
公
開
・
公
刊
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
所
で
あ
る
。
特
に
本
文
の
解
釈
に
関
わ
る
資
料
の
力
を
得
て
、
改
め
て

そ
の
観
点
か
ら
の
本
書
の
分
析
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
な
お
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
特
に
小
寺
清
先
の
事
跡
及
び
そ
の

関
連
事
項
に
つ
い
て
、
岡
山
県
立
図
書
館
、
笠
岡
市
教
育
委
員
会
当
局
の

皆
様
に
資
料
の
閲
覧
及
び
情
報
の
提
供
に
特
段
の
ご
高
配
を
い
た
だ
い

た
。
こ
こ
に
改
め
て
御
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
ま
た
本
稿
は
平
成
九
年
度
放
送
大
学
特
別
研
究
助
成
「
小
寺
清
里
『
校

正
日
本
書
紀
』
と
そ
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
九
年
十
一
月
十
日
受
理
）
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